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群馬県市町村公文書等保存活用連絡協議会会則 
 

（名称及び所在） 

第１条 この会は、群馬県市町村公文書等保存活用連絡協議会（以下「群文協」という。）と称し、事

務局を群馬県立文書館内に置く。 

 

（目的） 

第２条 群文協は、公文書館法（昭和６２年法律第１１５号）の趣旨に基づき、県及び県内の市町村が

保管している公文書等及び地域に伝存する古文書・記録類（以下これらを「公文書等」と総称する。）

を歴史資料として保存活用することに関して、会員相互の連絡と協調を図り、もって行政の円滑な推

進及び地域文化の振興に寄与することを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 群文協は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 （１）公文書等の保存活用に関する各種研修会及び調査研究 

 （２）諸資料及び情報の交換 

 （３）機関誌等の発行 

 （４）その他必要な事業 

 

（会員） 

第４条 群文協は、県及び県内の市町村をもって会員とする。 

 

（会費） 

第５条 会員は、別に定める会費を納入するものとする。 

 

（役員） 

第６条 群文協に次の役員を置く。 

 （１）会長 １人 

 （２）副会長 ３人以内 

 （３）理事 若干名 

 （４）監事 ２人 

 

（役員の選出） 

第７条 役員は、総会において会員の互選により選出する。 

 

（役員の職務） 

第８条 会長は、群文協を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その会務を代行する。 

３ 理事は会務を執行し、監事は会計を監査する。 
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（役員の任期） 

第９条 役員の任期は、総会から次の総会（臨時総会は除く。）までとする。ただし、再任を妨げない。 

２ 前項の場合において、役員に人事異動等があったときは、後任の者がその職務を引き継ぐものとす

る。 

 

（顧問） 

第１０条 群文協に顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、理事会の同意を得て、会長がこれを委嘱する。 

 

（会議） 

第１１条 会議は、総会及び理事会とする。 

２ 総会は、年１回とし、会長がこれを招集し、議長を務める。ただし、必要に応じ、臨時に開催する

ことができる。 

３ 総会は、役員の選出、事業、予算及び決算、会則の変更その他重要事項について議する。 

４ 理事会は、会長、副会長及び理事をもって構成し、会長が随時これを招集する。 

５ 理事会は、総会に付議すべき事項、群文協の運営等について議する。 

６ 総会又は理事会の議事は、会長、副会長及び理事全員の承諾のあるときは、書面又は電磁的方法に

より決することができる。 

 

（会計） 

第１２条 群文協の経費は、会費その他の収入をもって充てる。 

 

（会計年度） 

第１３条 群文協の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日をもって終わる。 

 

（会長専決事項） 

第１４条 会長は、外部の団体等が主催する行事であって、次の各号に該当する行事への後援、共催の

承認について、専決処分することができる。 

（１）公文書等に関する研究等を行う団体が主催する行事であること。 

（２）行事の開催目的が群文協の目的に即していること。 

（３）群文協における行事への協賛金等の支出を要しないこと。 

（４）会員における行事への協賛金等の支出（有料の行事に会員の判断で参加する場合の参加費、旅

費等を除く。）及び人員の動員等の負担を要しないこと。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分をしたときは、次の理事会にこれを報告しなければならない。 

 

（委任） 

第１５条 その他必要な事項については別に定める。 
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   附 則 

 この会則は、平成９年５月２２日から施行する。 

   附 則 

 この会則は、平成１７年５月２６日から施行する。 

   附 則 

 この会則は、令和４年６月８日から施行する。 

   附 則 

 この会則は、令和６年５月２９日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


